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は じめ に

寺 田元一

-.九 八九 年 は､ 日本 の政 治 と政治 を め ぐる文化 状 況 を象 徴す る よ うな事 件 肴刻

み込 ん で過 ぎて い く｡ 昭 和 天 皇 の死 ･大 喪､ 新天 皇 の即 位､ 昭 和 か ら平 成 -､ 消

費 税 導 入､ リクル ー ト事 件 に よ る竹 下 内 閣 の倒壊 - -｡ わ れ わ れ が フ ラ ン ス革 命

二 百 周 年 を祝 うの は こ う した地 盤 に お いて で あ る｡ 祝 福 さ るべ き革 命 は､ 共 和 国

の実 現､ 共 和 麿 の制 定､ 免税 特 権 の廃 止 な どを実 現 した｡ この対 照 ! しか し､ わ

れ わ れ が フ ラ ンス革 命 の意 味 を あ らた めて 問 い直 す の は､ どち らが 参 照 枠 に な る

にせ よ､ 両 者 が 己 を対照 し合 う この空 間 で な のだ｡

さて､ 歴 史 研 究 は 資料 の発 掘 や学 会 の動 向 に も影 響 され るが､ 現 代 の政 治 ･思

想 の潮 流 や研 究 者 の政 治 ･思 想 的立 場 に影 響 され る｡ フ ラ ンス革 命 研 究 の場 合､

対 象 が 対 象 で あ るだ け に そ れ は い っそ う顧 著 で あ るO で あ るが ゆ え に､ フ ラ ンス

革 命 研 究 者 に よ る研 究動 向 の紹 介 とは多 少 と も別 の観点 か ら､ 私 の よ うな思 想 史

研 究 者 が現 代 思 想 との関 連 で最 近 の革 命解 釈 の特 徴 を検 討 す るの も無 駄 で は なか

ろ う｡ た だ し､ 本 稿 は単 な る中 間的 な報 告 にす ぎな い｡ 革 命研 究 の動 向 に つ いて

も､ 現 代 の政 治 ･思 想状 況 に つ いて も､ 両 者 の連 関 付 け に つ い て も､ 筆者 の フ ォ

ロー は ほん の一 部 分 にの み及 ん で い るだ けで あ り､ す べ て 後 に必 要 な補完 を 行 っ

て 一 応 の ま とめ を っ けて いか な けれ ば な らな い｡

本 稿 の前 半 部 で は､ フ ラ ン ス革 命 の最 近 の研 究 動 向 に つ いて､ 広 間 した範 囲 内

に お い て検 討 を加 え る｡ 後 半 部 で は､ フ ラ ン ソ ワ ･フ ユ レ 『フ ラ ン ス革 命 を 考 え

る』 と リン ･- ン ト 『フ ラ ン ス革 命 の政 治 文 化』 の二 研 究 を取 り上 げ て､ 細 部 に

亙 る分 析 を 行 う｡ 数 あ る研 究 書 の中 か らこの二 者 を選 ん だ の は､ ど ち らも新 しい

革 命 史 研･究 の方 向 を示す もの と して､ 評 判 が 高 い か らで あ る｡ ミシ ェル ･ヴ ォ グ

ェル とモ ナ ･オ ズー フ も扱 う予 定 で あ った が､ 準 備 不 足 で割 愛 した｡
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- 最近 の 研 究 動 向 と思 想 状 況

まず､ フ ラ ンスを 中心 とす る欧米 の近 年 の研 究 史 か らみ て い くこ とに しよ う｡

フ ラ ンス は現 代 思 想 の 主 要 な震 源 地 の位 置 を保 ち続 けて い る｡ レ グ ィ- ス トロ

ー ス､ フー コー､ ア ルテ ュ セ ー ル､ デ リダ､ ドゥル ー ズ､ ガタ リ､ リオ タ ー ル､

ブル デ ュー､ レ グ ィナ ス ･- ･次 々 と紹 介 され る思 想 家 群｡ 歴 史 学 関 係 で は､ ｢長

期 的 持 続 ｣を対 象 とす る ア ナ ー ル派 の仕 事｡ そ う した活 動 を通 じて ポ ス トモ ダ ン

的思 潮 が力 を強 め つ つ あ るよ うで､ そ れ に批 判 的 な フ ィ ンケ ル ク ロー トの 『思 考

の敗 北 あ る い は文 化 のパ ラ ドク ス』が 二 年 前 にベ ス トセ ラー に な って もい る｡ 実

存 主 義､ マ ル ク ス主 義､ サ ル トル､ フ ラ ン ス的 合 理 主 義 が 優 位 を 占 め た時 代 か ら

構造 主 義､ ポ ス ト構 造 主 義､ ポ ス トモ ダ ン- と状 況 は変 化 しつ つ あ る｡ フ ラ ンス

革 命 史 研 究 の動 向 も こ う した 変 化 と無 縁 で は な い｡ くり

フ ラ ンスで は オ ラー ル､ マ テ イエ以 来 の ｢ジャ コバ ン- マ ル ク ス主 義 ｣ 的 解 釈

が一 九 六〇年 代 ま で 主 流 を 占 め て きた｡ そ の特 徴 時､ 大 体 の と ころ､ 封 建 的 な ア

ン シ ア ン ･レ ジー ム の栓 格 を ブ ル ジ ョワ ジー を中 心 とす る第 三 身 分 の民 衆 が 打 破

し､ 資 本 主 義 的 な生 産 関 係 と民 主 主 義 的 な政 治 体 制 を樹 立 して 近 代 社 会 の 礎 を置

いた もの と して､ フ ラ ン ス革 命 を解 釈 す る点 に求 め られ る｡ そ こか ら､ と りわ け､

ジ ャ コバ ン独 裁 の 時 期 が 重 視 され る｡ こ う した解 釈 に対 して､ フ ユ レ と リシ ェは

LaR色volutionfranaise, Paris, 1965で 次 の よ うな解 釈 を対 置 した. す な わ ち､

革 命 は､ 貴 族 と上 層 ブル ジ ョワか らな る ア ン シア ン ･レ ジー ム内 部 の エ リー ト層

の主 導 権争 い を王 権 が調 停 で きなか った こ とか ら生 じ一 七 九 一 年 ま で に決 着 が つ

いた､ しか し､ そ こ にた また ま民 衆 の反 乱 が 介入 して きた ため に､ 革 命 は ｢ス リ

ップ ｣ し本 来 の方 向 か ら逸 脱 して しま った､ だが､ そ の 混 乱 が 収 ま る と自由主 義

的 エ リー ト支 配 と い うあ るべ き方 向 に落 ち着 いた､ とい う もの で あ る. こ こ に は､

｢長 期 的持 続 ｣ に お いて 近 代 化 の事 態 を把 接 して､ 革 命 の初期 とナ ポ レオ ン体 制

とを連 続 的 に捉 え､ ジャ コバ ン独裁 は そ の 軌 跡 か らの逸 脱 とみ なす 発 想 が あ る｡

そ の意 味 で､ この ｢修正 主 義 的 ｣解 釈 は､ トック ケ ィル流 の 自由主 義 的立 場 か ら

の近 代 化 論 に ア ナ ー ル派 的 手 法 を接 合 させ た も の とみ る こ とが で き る｡ 革 命 の主

要 時 期 の変 化 を偶 然 と しか 捉 え る こ とが で きな い と ころ に､ 構 造 主 義 的傾 向 を読

み と る ことが で き る｡
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両 者 の論 争 と並 行 して､ 七 十年代 にな る と､ ア ナ- ル派 の内部 で は フ ラ ンス革

命解 釈 と関 わ って変 化 や事件 に注 目す る傾 向 が生 まれ､ 政 治史 -事 件 史 へ の関心

が強 ま るよ うにな る. しか も､ それ を ｢心 性 mentalite｣ や ｢社 会結 合 sociabi-

1it色｣ の変 化 とい う視角 か ら考 察す る方 向 を取 る こ とに よ って､ 革 命 祭典 や イ メ

ー ジ､ 象徴 とい った文化 的事 象 に関心 が集 ま るこ とにな る｡ 事 件 は､ 方法 論 的 に

は､ 歴 史 の単 一 の時 間性 を否 定 し､ 歴 史 に持 続 を異 にす る ｢さま ざまな時 間 ｣ が

あ る こ とを認 めた上 で､ その交 錯 と して把 接 され る｡ そ の点 で､ 同一 化 の運 動 を

拒 否 して ｢差 異 化 ｣ を前 面 に出す ポ ス ト構造 主義 の傾 向 と通 じる｡ こ う した研 究

動 向 を代表 す るのが､ モ ナ ･オ ズー フで あ り､ M ･ヴ ォ ヴ ェルで あ る｡ (2)他 方､

フ ユ レは､ の ちに詳 述 す る 『フ ランス革 命 を考 え る』 (一 九七 八年 ) で先 の見 解

を修 正 し､ 歴 史 に進 歩 の方 向 を定 め革 命 を そ の起 源 とす る解釈 を ｢起 源 の物 語 ｣

と して拒否 し､ ｢フ ラ ンス革 命 は終 わ って い る｣ と宣 言 す る｡ また､ ｢ス リップ｣

概 念 を放棄 し､ 同 じ現象 (ジ ャ コバ ン独 裁 ) を､ 一 般 意 志 と個 別意 志 ･民 衆 と個

人 の一 致 を説 く革 命 の言 説 が支 配 的 にな り､ その言 説 の運 動 が ｢民 衆 ｣ との 同一

化 を求 めて ｢敵 ｣ を たえず創 出す る こ とか ら生 じた と説 明 し直 す｡ したが って､

一 九 七 八年 の フ ユ レにあ って は近 代 化 論 的主 張 や ｢長 期 的持続 ｣ の視 点 は弱 ま り､

形 而 上 学 的 な革 命 言 説 を支配 や排 除 を生 み 出す もの とみ､ 近代 の ｢大 きな物 語 ｣

(リオ ター ル) を否 定 して流 動 的 な力 関係 の変動 に着 目 しよ うとす る点 で､ ポ ス

ト構 造 主義 や ポ ス トモダ ンの傾 向が 強 ま って い る｡

八 十 年代 に な る と､ フ ユ レの影響 を受 け なが ら も､ 革 命期 の政 治 力 学 の展 開 を

彼 の よ うに哲 学 的 抽 象 的 な論 理 によ って説 明す るの に満 足 せず､ ア ナー ル派 の諸

概 念 を導入 しオ ズ- フや ヴォ ヴ ェル の成 果 も継承 しなが ら､ フ ラ ンス革 命 を ｢新

しい政 治文 化 の創 造 ｣ と捉 え る解釈 が登 場 す る｡ 後 述 す る L ･ハ ン トな どが そ の

代表 者 で あ る｡ 彼 らは､ 革 命政 治 を､ 議 会 レベル に限定 して捉 え るの で ほ な く､

旧来 の文化 (生 活 様 式､ 人 間関 係)全 体 の変 革 に まで関 わ る公私 貫 通 的 な もの と

捉 え､ 宗教 ･象 徴 ･言語 ･服 装 な ど 日常生 活 レベ ル の改 変 と関 係 づ け る｡ そ れ ゆ

え､ 政 治 は文 化 な ので あ る｡ こ うして､ 政 治 的視 角 か らで はあ るが､ ｢心 性 ｣ や

｢社 会 結 合｣の変 化 も扱 われ る ことに な るわ けで あ る｡ く3)

こ う して､ 今 や､ 政治 思 想 状 況 の変 化 と関 わ りなが ら､ ｢ジ ャコバ ン-マ ル ク

ス主 義 ｣派､ ｢修 正 主義 ｣派､ ｢政 治 文 化 ｣派､ ｢革 命心 性史 ｣派 な どが鼎 立 し､
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批判 と影 響 を与 え 合 うと い うの が､ フ ラ ンス を 中心 とす る欧 米 の革 命 研究 の大 ま

かな現 状 とな って い る｡

資料 と して､ まず､ フ ラ ン ス国立 科 学 研 究 セ ンタ ー が 世 界 各 地 の革 命二 百 周 年

記念 研 究 会 の プ ロ グ ラム や そ の 準 備 状 況 を紹 介 す るた め に一 九 八 三 年 十一 月 よ り

ほぼ年 に一 回 の ペ ー スで 刊 行 して い るu89-1_989bicjntenai_redelarevolu-

lionfranaiseを取 り上 げ て み よ う｡ そ n を み る と､ 予 定 テー マ と して心 性 や杜

･会結 合 の変 化 を扱 った もの が 目立 つ｡ ｢政 治 的社 会 結 合｣ ｢ア ン シア ン ･レ ジー
ムの社 会結 合 か ら革 命 的 社 会 結 合 へ｣｢革 命 の象 徴 と イ メー ジ｣ ･-･｡ モ ンペ リ
エ大 学 の グ ル ー プ は ｢心 性 史 ｣ を中 心 テー マ の一 つ に設 定 し､ ｢社 会 結 合 の枠 組､

アカ デ ミー か ら民 衆 社 会 へ,｣ ｢革命 祭 典｣ ｢概念 の生 と死 : ア ン シア ン t･ レ ジー

ム､ 貴 族､ 愛 国 者､ 市 民､ 国 民､ 自 由､ 友 愛､ 平 等､ 最 高 存 在 ｣｢宗 教､ 宗 教 性､

宗教 性 の置 き換 え｣な どを サ ブ テー マ と して い る｡ ｢政 治 文 化 ｣ も多 くの 研 究 会
で取 り上 げ られ て い る｡

従 来 フ ラ ン ス革 命 史 を リー ドして きた マ ル ク ス主 義 の研 究 者 の側 も こ う した動

向 に啓 発 され て い る｡ さ きほ ど心 性 史 の担 い手 と して 名 前 を挙 げ た ヴ ォ ヴ ェ ル は､

ソプ ー ル亡 き後 ソ ル ボ ン ヌの フ ラ ン ス革 命 史 講 座 を襲 った｡ そ の意 味 で､ オ ラー

ルか ら ソプ ー ル に到 る ｢ジ ャ コバ ン- マ ル ク ス主 義 ｣ の継 承 者 な の で あ る. そ の

彼 が 一 方 で ｢心 性 史 ｣派 を代 表 して もい るわ けで あ る｡ ま た､ 正 統 派 マル ク ス主

義 者 と見 な され て きた マ ゾ リ ック も､ ア ナ ー ル派 や ネ オ ･マ ル ク ス主 義 の影 響 を

受 け て､ ｢象 徴 シ ス テ ム や言 語 な ど､ 文 化 の次 元 で 起 こ った変 化 に注 意 を うな が

し｣､ フ ラ ン ス革 命 を ｢文 化 的 構造 の変 革 を もと もな う特 殊 フ ラ ン ス的 な ブ ル ジ

ョワ革 命 ｣ とみ る よ うに な って い る. (4)こ う した こ とか ら､ マ ゾ リ ッ クが 中心 に

な って い る マ ル ク ス主 義 研 究 所 の プ ロ ジ ェ ク トの テ ー マ に も､ ｢カ ー ル ･マ ル ク

ス と フ ラ ン ス革 命 ｣ ｢フ ラ ンス革 命 と 封 建 主義 か ら資 本 主 義 へ の 移 行 の (地 域

的､ 国 民 的 ) 諸 道 程 ｣ と い った テー マ に伍 して ｢革 命 的 変 異 の 規 模 ･次 元 (経 済､

社 会､ 文 化､ 政 治 ) の広 大 さ と多 元 性 ｣ が 挙 げ られ る こ とに な る｡

｢修 正 主 義 ｣ 派 の著 作 と して は､ JacquesSole.LaRevolutionenquestions,

LeSeuil.1988が 話 題 を 呼 ん だO 『革 命問 題 集 』 と も訳 せ る この本 は､ ｢正 統 ｣

派 と 自派 の 対 立 点 を 後 者 の側 か ら問 題 の形 で 休 系 的 に整 理 し直 し､ ｢正 統 ｣派 の

論 拠 を攻 撃 して 自派 を擁 護 す る ポ レ ミカ ル な構成 を取 って い る｡ ブ ル ジ ョ ワ ジー-
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概念 の唆昧 さをつ き､ 貴族 とブル ジ ョワ ジー との階級 阻争 を革 命 の原 因 とす る議

論 を た た き､ テルー ルを状況 のせい にす る弁証論 を否定 し､ 革 命の変 革 的意 義 を

弱 め るよ うな ところ に､ ｢修 正主義 ｣派 の面 目が躍 如 して い る｡ また､ イギ リス

で はT.C.W.Blanning.TheFrenchRevolution:aristocratsversusbourgeois?.

MacTnillanEducation. 1987 な どが あ る｡ (a)
また､ 八 六 年 か ら八八年 にか け展 開 され た国際 的 な大 コ ロキ ア ム ｢フラ ンス革

命 と近 代政 治 文化 の創造 ｣ につ いて も､ 言 及 して おか な ければ な らな い｡ この コ

ロキ ア ムで は ア ン シア ン ･レジー ム､ 革 命､ 革 命後 の政 治 文化 が年 を追 って種 々

の角 度 か ら照射 され たo 筆者 は未見 で あ るが､ その報告集 と してTheFrench

ftevolutionand theCreationofModernPoliticalCultureが刊行 されっ つ あ る｡

第- 巻 はThePoliticalCultureoftheOldRegime.Ed.byK.M,Baker.

Pergamon, 1987と して既 に公刊 されて い る｡ これ を､ ｢政 治文化 ｣派 の国際 的 な

旗揚 げ と見 な して も間違 いで はあ るまい｡

こ う した研 究 の広 が りにつ れて､ 従 来見 過 ごされ て きた よ うな史 料 に も照 明 が

当て られ､ そ の発掘 や整理 も広 範囲 に亙 って盛 ん にな されて い る ことが､ 国立科

学研 究 セ ンターの同 じ雑 誌か ら看取 され る｡ その代表例 が､ ヴォヴ ェルの上止

RevolutionFrancaise:imagesetr台cits178911799.LivreclubDiderot

Messidor. 1986-1988.5tonesで あ る｡ この四折 版 の大部 の著作 には革 命期 に現

われ た図像 な ど種 々 の イマー ジュが満 載 され てい る｡ 将 来 フラ ンス革 命文 化 を論

じる際 に必 ず依拠 す べ き基本 テキ ス トも しくは資料 を提 供 す る ことにな る こ とは

間違 いない｡ また､ 七月六 日か らパ リで開 かれ る ヴ ォヴ ェル主宰 の大 シンポ ジウ

ムの テ-マ は ｢フ ラ ンス革 命 の イマー ジュ｣ であ るが､ この五 巻本 はその ため の

資料 的土台 と もな って い る｡ (6)
ここで､ 日本 に眼 を転 じて み よ う｡ 日本 の フラ ンス革 命史研 究 は､ 敗戦 後 の 日

本 の民 主化 ･近 代化 とい うプ ロプ レマ テ イツクに沿 って展 開 され､ 大 塚史学 に依

拠 し近代化 の主体 を革命 のなかか ら析 出 しよ うとす る高 橋幸八 郎 の 『市民 革 命 の

構造 』 (一 九五〇 年 ) や､ フ ランス革 命を近 代国家 へ の構造転換 を行 った民 主主

義革 命 とみ る京大 人文研 グルー プによ る共 同研究､ 桑原武 夫編 『フ ラ ンス革 命 の

研究 』 (一九 五九 年 )な どの業績 を生 んで きた｡ また､ 同様 の プ ロプ レマ テ イ ヅ

クか らマテ ィエ､ ソプー ル､ リュー デ な どの諸著作 も翻訳 され たO そ の意 味 で､
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日本 で は フ ラ ンス革 命 は マ ル ク ス主 義 ･近 代 主義 の枠組 に即 して検 討 され て きた

とい え る｡ この傾 向 は 日本 の思 想状 況 に即 応 す る もので あ った だ けで な く､ フ ラ

ンスな どに お け る研 究動 向 と も相覆 い合 う もので あ った｡

しか し､ 高 度 成 長 以後､ 日本 の政 治 ･思 想 状 況 が変 わ る｡ 欧 米 は追 いっ き追 い

越 す べ き目槙 で は な くな る｡ ジ ャパ ン ･ア ズ .ナ ンバー ワ ンの か け声 の も と経 済

的先 進 国 と して の現 在 の位 置 を守 りつ つ､ それ にふ さわ しいナ シ ョナ リズムを宣

揚 す る ことが課題 と して提 起 されて くるO 新 保守 主 義 ･生 活保 守主 義 が近 代 主 義

に と って代 わ り､ 市 民主 義 は､ 日本 も市 民 社 会 にな った と して現 状 肯 定 に向 か う

方 向 と､ エ コ ロ ジ スム と結 びっ いて ラ ジカ ル な社 会 批 判 に向か う方 向 に分 裂 す る｡

マル ク ス主 義 に も同 様 の 亀裂 が入 るo (7)全 体 の傾 向 は保 守 的 な もの.に代 わ り､ 近

代 の主 要 な価 値 く民 主主 義､ 合理主 義､ 科 学 技術､ 禁 欲 的勤勉 な ど) が襲 わ れ は

じめ､ 一方 で､ 日本 的経 営 や 日本 的伝 統 が賞 賛 され､ 他 方 で､ ポ ス トモ ダ ンな方

向 一知 の不 確 実 性 ･リゾー ム性､ 価 値 の多 様 性 の承 認､ 演 劇 的 で愉 快 な知 の空 間

を跳 ね 回 る スキ ゾキ ッズ-が め ざされ る. こ うして､ 欧 米 をみ る眼 も変 わ る｡ 欧

米 は､ 互 い の 人権 を尊重 し合 う近 代 的個 人 が織 りなす発 達 した 市民 社 会 で は もは

や な い｡ 伝 統 的 な ものが生 き続 け る､ 伝統 と調和 した社 会 とな る｡ そ の代 表 が､

い うまで もな く､ パ リで あ る｡

こ う した思 想 状 況 にお いて､ フ ラ ンス革 命 は､ 敗 戦 直 後 の よ うに民 主主 義 的再

生 へ の情熱 を か き立 て'て くれ る もの で はな くな る｡ それ は相変 わ らず ｢大 きな物

語 ｣ で はあ るが､ 池 田理 代子 の 『ベ ルサ イ ユ のば ら』 や ダ ヴ ィ ッ ドの 『球 戯 場 の

誓 い』 に表 現 され た よ うな ロマ ンチ ックな激 動 の舞 台 に模 様替 え して い る｡ こ う

して､ フ ラ ン ス革 命 は一 面 で鹿 行 好 きの グル メの 消 費 対 象 とな る｡ 革 命記 念 番組

は観 光 ･グル メ尭 内 とな り､ 二 百周 年 は便 乗 商法 の格好 の餌 とな るo (8)二 百 周年

記 念 の シンボ ル で あ る ｢三 羽 の鳥 ｣ が リクルー トの カモ メにみ えて くる｡

と う した状 況 に 直 面 して E]本 の フ ラ ンス革 命研 究 者 は､ 自己 の研 究 の意 味 を問

い直 す ことを余 儀 な くされ る｡ 従 来､ 近 代 の定礎 と して この革 命 を高 く位 置 づ け

る伝 統 が続 いて きた だ け にな お さらで あ る｡ 研究 の主 流 を なす フ ラ ンスを中心 と

す る欧 米 の研 究 自体 が､ 自国 の ポ ス トモ ダ ン的状 況 と無 縁 で は な いだ けに､ それ

に敏 感 に反 応 しつ つ も､ いか な る研 究 を い か な る方 向 で生 かす かが､ 個 々 の研 究

者 に た えず 問 わ れ て くる｡ 革 命 研究 者 で は な い筆 者 は 日本 の学 会 の動 向 を身 近 に
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フ ォ ローで き る位 置 には いな いが､ 以 下､ 筆 者 の管 見 広 間 した範 囲 で我 国 の革 命

史研 究 の現 代 的特 徴 と思 わ れ る もの に言 及 した い｡

戦 後 の研 究 を担 った五 十代 後 半以 上 の世 代 の場 合､ 一 般 に革 命 の近 代性 を擁護

す る傾 向が 強 い｡ したが って､ フユ レの よ うに､ フ ラ ン ス革命 の終 幕 を ポ レ ミカ

ル に唱 え る ｢修 正 主 義 ｣ 派 に対 して批 判 的 で あ る｡ 例 え ば､ 『学 鐙 』 に八 八 年 一

月以 来 毎号 掲 載 され て い る ｢フ ランス革 命 二 百周 年 ｣記 念 の小 論 考 の寄稿 者 の う

ち､ 河野健 二 や遅 塚 思 粥 は､ こ うした傾 向 に対崎 す る論 陣 を張 って い る｡ (9)遅塚

が 同 じ論考 で､ 日本 文化 の優 越 性 を説 く平 Jtr祐弘 の新保 守 主義 的 な見 解 に異 を唱

えて い るの は偶 然 で はな い｡･ この言 説 は､ 生 活保 守 主義 や ポ ス トモ ダ ンの蔓 延 抜
I

尾 を慨 嘆す る中野 好 之 の論 考 ｢｢革 命 ｣ の今昔｣と重 な る｡ ｢社 会 的 な革 命 へ の

内面 的共感 を噂 む土 壌 ｣ が急 速 に掘 り崩 され て い る現 状 へ の中野 の苛立◆ち と ｢私

は 自分 が世 に取 り残 され た 口惜 しま ざれ に改 めて気 を取 り直 して フ ラ ンス革 命 の

時代 と取 り組 み､ 今 日の我 が 国 の ど う見 て も自堕 落 と しか言 い様 の な い知 的状 況

に､ な ん とか革 命 の時代 へ の情 熱 を今一度 呼 び戻 す 機会 を作 り出す こ とを夢 見 た｣

い とい う決 意 は､ 程 度 の差 はあれ､ この世 代 の革 命史研 究 者 の多 くに共通 す る感

慨 な ので は な いだ ろ うかo H 8)自由民 権 との関係 で革 命 を論 じる論 者 に も同 じ苦

渋 が あ るに違 いな い｡

四 十前後 の比 較 的 若手 の研 究 者 の場 合､ フ ラン ス革 命 へ の この よ うな深 い ｢思

い入 れ ｣ は な い｡ 彼 らは革 命 か ら距 離 を取 り､ 特 異 な興 味 深 い社 会 事 象 と して そ

れ に対 峠 して い るよ うで あ る_｡ 現代 日本 の政 治思 想 状 況 と関 わ らせ て彼 らの業績

を分 析 す る用 意 は な いが､ 一 世 代前 の研究 者 と比 べ､ よ り自由 に欧 米 の新 動 向 を

吸収 し､ 新 しい観 点 か らフ ラ ンス革 命 の見 直 しを行 って い こ うとい う姿勢 は､ 明

らか にみて とれ る｡ 以下､ そ の一端 を紹介 す る｡

｢心 性史 ｣ か らの アプ ロー チ に立 川 孝一 『フ ラ ン ス革 命 と祭 り』 (筑摩 書 房､

一 九 八 八年 ) が あ る｡ ヴ ォヴ ェルの下 で学 び オ ズー フに私 淑す る立 川 は､ この著

書 で､ フ ラ ンス革 命 -ブ ル ジ ョア革 命 とい う革 命 の断絶 的見方 に対 して､ 革 命 と

フ ォー ク ロア (伝 統 ) との連 続 性 を､ プ ロ ヴ ァンスにお け る ｢自由 の木｣の植 樹

や ｢祭 り｣ な どを通 じて考 察 す る｡ 彼 は､ 政 治史 ･経 済 史 を まず押 さえ､ そ の上

に ｢心 性史 ｣ をの せ るとい うや り方 で はな く､ 祭 りのサ ンボ リスムか ら現 実 の歴

史 に切 り込 む とい う方法 を と る｡ 革 命 の展 開 に即 して祭 りの シ ンボ ルが い か に変
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化 した か､ 変 化 した シ ンボ ル を通 じて 伝統 的 な表 象 が い か に再 生 す るか､ そ れ は

｢心 性 ｣の い か な る連 続 も し くは変 化 を示 す か な どを､ プ ロ ヴ ァ ン スの革 命 祭 典

を年 代 ご と に追 いっ つ検 討 して い る｡

フ ラ ンスの 研 究 動 向 を反 映 して､ 祭 典 と関 わ るが､ 革 命 時 の絵 や鼠 刺 画､ シ ン

ボル な ど図 像 に も関 心 が 集 ま って い る｡ 多 木 浩 二 『絵 で見 る フ ラ ン ス革 命 - イ メ

ー ジの政 治 学 -』 (岩 波 新 書､ 一九 八 九 年 ) と芝 生 瑞 和 編 『図 説 フ ラ ン ス革 命』

(河 出 書房 新 社､ 一 九八 九 年 ) が､ ほん の 数 日前 に相 次 い で出 版 され た. ど ち ら

の著 作 につ い て も十 分検 討 す る時 間 的 余 裕 が なか った｡ 簡 単 に そ の特 徴 を述 べ よ

う｡ 豊 富 な 図 版 を 配 列 しそ れ に本文 の 説 明 が 加 わ る とい う体 裁 は共 通 して い る｡

しか し､ 前 者 が 芸 術 学 ･記 号 論 の専 門 家 に よ る もの で､ イ メー ジが 革 命 の政 治 言

語 と して い か に機 能 した か､ ま た､ 政 治 的 社 会 的 伝 達 a)回 路 を いか に形成 したか

を扱 うの に対 し､ 後 者 は､ 国 際 ジ ャー ナ リス ト ･政 治 家 の編 集 に な る もの で､ 現

代 の 国 際情 勢 と も関 わ らせ な が ら､ ｢正 統 ｣ 派 的 視 点 か ら骨 太 に フ ラ ンス革 命史

を語 って い る｡ 前 者 で は 図 像 は本文 が 解 読 す べ き テ キ ス トで あ り､ 後 者 で は本 文

の理 解 を助 け る資 料 とな って い る｡ いず れ に せ よ､ ゲ ォ ヴ ェル の既 述 の大 部 の史

料集 が どち らの場 合 も利 用 され て お り､ フ ラ ンス革 命 が 日常生 活 レベ ル の文 化 革

命 で もあ った こ とが､ ど ち らに つ い て もよ くわ か る｡

フ ユ レ 『フ ラ ン ス革 命 を考 え る』 の 邦 訳 者 大津 真 作 は ｢大 革 命 下 の啓 蒙 思 想 -

『両 イ ン ド史 』の レー ナ ル師 の場 合 -｣ を書 き､ 啓 蒙 期 に お い て あ れ ほ ど危 険 視

され た レー ナ ル師 が､ 革 命 の 混 乱 を通 じて王 政 の再 建 を唱 え る君 主 主 義 者 に成 り

下 が り､ 他 方 で､ ロベ ス ピエ ー ルが 百 科 全 書 派 を 弾 劾 す る とい う事 実 を挙 げ て､

啓 蒙 主 義 の政 治 観 と革 命 の力 学 との 断 絶 を 明 らか に して い る｡ この論 敬 は ｢直接
1

民 主 主 義 の 専 制 ｣ (ジャ コバ ン独 裁 ) を擁 護 して きた 日本 の左 巽 の革 命解 釈 を批

判 し､ ソ レに倣 って ｢大 革 命 史 の 白紙 還 元 的 考察 ｣日 日 を 行 お うとす る もの で､

｢修 正 主 義 ｣ 派 に近 い ス タ ン スを取 って い る｡ た だ し､ ｢修正 主 義 ｣ で大 津 が解

釈 を一 貫 させ て い る とい うよ り､ 反 ｢正 統 ｣派 の 方 向 で ｢修 正 主 義 ｣ 派 の議 論 を

利 用 して い る とい うのが､ 真 相 で あ ろ うが｡

文 学 関 係 で もフ ラ ンス革 命 に対 し独 特 の ア プ ロー チ を す る研 究 者 が 出 て きて い

る｡ 例 え ば､ 日本 フ ラ ン ス語 フ ラ ン ス文 学 会 の今 年 度 の 大 会 の シ ン ポ ジウ ム は ｢

フ ラ ン ス革 命 と文 学 ｣ を テ ー マ に行 わ れ た が､ 提 選 者 の うち鷲 見 洋 一､ 植 田祐 次､
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水 杯 章 に は､ 類 似 の 方 法 論 が 見 受 け られ た｡ す な わ ち､ ア ナ ー ル派 の 社 会 史 や心

性 史 の 影 響 の 下､ 革 命 に よ る文 化､ 心 性 や 社 会 結 合 の 変 容 を 問 題 に した上 で､ そ

れ に 応 じた エ ク リチ ュー ル の 場 や運 動 の 変 化 を考 察 す る と い う もの で あ .る｡ フ ラ

ン ス革 命 に 即 して い え ば､ 社 団 ご と に差 異 化 され た 閉 鎖 的 な小 集 団 社 会 が､ .革 命

に よ って､ 均 質 な 匿 名 性 の 大 き な社 会 に変 容 し､ そ れ に 応 じて､ エ ク リチ ュ ー ル

も書 簡 体 か ら匿 名 の 読 者 向 け の もの へ と変 化 す る の で あ る｡ ま た､ 変 化 を 生 み 出

す 革 命 の ｢事 件 ｣ と､ そ の 影 響 を押 し止 め た り､ 歪 め た り､ 推 進 した りす る エ ク

リチ ュ ー ル の 運 動 と の 関 係 に も､ 関 心 が 持 た れ て い る｡

注

(1) ポ ス トモ ダ ン に つ いて は､ 本 報 告 集 所 載 の 池 田 論 文 に お い て 詳 細 に 検 討 さ

れ て い る の で､ そ ち らを 参 照 の こ と｡

(2) モ ナ ･オ ズ ー フ 『革 命 祭 典 - フ ラ ン ス革 命 に お け る祭 り と祭 典 行 列 』立 川

孝 一 訳､ 岩 波 書 店､ 一 九 八 八 年､ M.Vovelle,LaMentaliterevolution-

出 _亘, Paris, 1985や 同 じ著 者 の ｢フ ラ ン ス革 命 に お け る心 性 の変 化 ｣ 立

川 孝 一 訳､ 『思 想 』 七 六 九 号 (一 九 八 八 年 七 月 )､ 四 一二 七 頁 な ど を 参 照｡

(3) 以 上 の叙 述 に 当 た って は､ 主 と して､ 松 浦 義 弘 ｢フ ラ ン ス革 命 の 復 権 にむ

け て - ｢ア ナ ー ル 派 ｣ を め ぐ る新 しい政 治 史 -｣ lF思 想 』 七 六 九 号 (一 九

八 九 年 七 月 )､ 岩 波 書 店､ 二 八 一五 四 頁､ を 参 照 した｡

(4) 同 上､ 三 八 一三 九 頁｡

(5) こ の 段 落 の 記 述 は､ 第 二 回 フ ラ ン ス社 会 経 済 思 想 史 研 究 会 (一 九 八 八 年 十

一 月 二 六 日) に お け る 山 崎 耕 一 報 告 ｢最 近 の フ ラ ン ス革 命 史 研 究 を め ぐ っ

て ｣ に依 っ た｡

(6) な お､ フ ラ ン ス を 中心 とす る欧 米 の よ り包 括 的 な 研 究 状 況 に つ い て は､ ヴ

オ ヴ ェ ル ｢フ ラ ン ス革 命 史 研 究 の現 状 一革 命 200 周 年 を 前 に して -｣遅 塚

忠 粥 訳､ 『土 地 制 度 史 学 』 第 117号 (一 九 八 七 年 十 月 )､ 五 八 一六 九 頁､

参 照｡ これ は､ 一 九 八 七 年 四 月 の 来 日時 に ヴ ォ ヴ ェ ル が 東 京 と京 都 で 行 っ

た 講 演 の 邦 訳 で あ り､ 従 来 支 配 的 だ った ｢ジ ャ コ バ ン派 ｣ (マ ル ク ス主 義)

史 学 に 対 抗 して ア ナ ー ル 派 の 影 響 を 受 け た ｢修 正 主 義 派 ｣ (後 述 ) が 現 れ､
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両者 の論 争 を 軸 に､ 新 しい社 会 状 況 の なか､ ｢政 治 史｣ ｢伝記 的研 究 ｣ ｢

社会 史｣ ｢農 村史 ｣ ｢文 化史 ｣ ｢心 性 史 ｣ の 分 野 で 革 命史 研 究 が再 び活 況
を呈 し始 め た ことが述 べ られ て い る｡

(7) 石 井 伸 夫 他 著 『モ ダニ ズ ム と ポ ス トモ ダ ニ ズム ー戦 後 マ ル ク ス主 義 思 想 の

軌跡 -』青 木 書店､ 一 九 八八 年 所 収 の後 藤 道 夫 論 文 ｢階 級 と市 民 の現 在 ｣

参照｡ この論 文 で 後 藤 は､ 日本 に お け るサ ン ジカ リズム の伝 統 の欠 如 を嘆

き､ 労 働 者 文 化 の形 成 を強 く訴 えて い るが､ これ は､ 労 働 者 の階 級 的 ｢心

性 ｣ ･ ｢社 会 結 合｣の形 成 を通 じた階 級 的 ｢政 治 文 化 ｣ の創 出 の問 題 とパ

ラフ レー ズで きる｡ この よ うに､ これ らの カ テ ゴ リー は､ フ ラ ンス革 命分

析 の た め の概 念 で あ るだ けで な く､ 現 代 社 会 を分 析 す る視 角 を も与 え る｡

協 同組 合 や ア ソ シア シオ ン､ ネ ッ トワー ク運 動 の見 直 しな ど も同 じよ うな

視 角 か らな され て い る｡ フ ラ ン ス革 命 はや は り過 ぎ去 った対 象 で は な い｡

現代 と トー タ ル に関 わ る研究 対 象 で あ り､ 現 代 の分 析 視 角 を も与 え る もの

な の で あ る｡

(8) 朝 日新 聞 五 月二 二 日付 ｢古 きを訪 ね 今 を活 性化､ 百 貨 店 で は便 乗 フ ェア｣､

六 月 二 六 日付 ｢日本 の商 魂､ ち ゃ っか り便 乗､ 特 別 ツア ー や ｢公式 グ ッズ｣

テ レカ に コ イ ンに パ ー テ ィー も｣を参 照｡ 二 百 年 祭 の 日本 実 行 委 員 会 の委

員 長 に黒 川 紀 章 が な り､ 堤 清 二､ 佐 治 敬三､ 盛 田昭夫 な どの大 資本 家 が委

員 に顔 を連 ね るの も宜 な るか な で あ る｡

(9) 西 川 長夫 に も同 様 の反 応 が み られ る｡ 彼 は､ 注 (6)の ヴ ォ ヴ ェルの講 演 を

批 評 して､ ｢修正 主 義 派 ｣ の背 後 に い るア ナ ー ル派 こそ が 問題 で あ り､ 彼

らの概 念 を 多 用 す る ヴ ォ ヴェル に不 満 を も ら し､ ｢世 界 的 な視 野 の な か で

大革 命 の意 味 を と らえ な お し､ そ の現 代 的 な意 義 を 問 う とい う観点 ｣が欠

如 して い る こ とを嘆 い て い る (｢国 家 とナ シ ョナ リズム を め ぐる三 つ の断
章 - フ ラ ンス大革 命 の 消 滅 - (1)｣ 『歴 史 学 研 究 』 第 五 六 九 号､ 三 五 一三六

頁 )

(10) 『学 鐘 』 第 八 五 巻 第七 号 (一 九 八八 年 七 月 )､ 四 四､ 四七五｡

(ll) 唯 物 論研 究 協 会 編 集 『思 想 と現 代 』 第 十 六 号 (一 九 八 八 年 )､ 五 一 頁｡
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フ ユ レの ｢修 正 主 義 ｣ と- ン トの ｢政 治 文 化 ｣

第 一 節 フ ラ ンソ ワ ･フ ユ レ 『フ ラ ンス革 命を 考 え る』

この本 の第 一 部 は ｢フ ラ ン ス革 命 は終 わ って い る｣ と題 され て い る｡ この ポ レ

ミカ ルな題 名 は､ 従 来歴 史学 の対象 とな って きた ｢フ ラ ン ス革 命'｣が､ 実 は現 実

の歴 史 とは無 縁 の もので あ り､ あ る種 の物 語 的知 の なか に しか 存 在 せ ず､ そ の物

語 が幻 想 にす ぎな い以上､ ｢フ ラ ンス革 命 ｣ もまた雲 散 霧 消 して しま った とい う

こ とを意味 して い る｡ そ の物 語 は､ ｢ボ リシェ ビキ は ジ ャ コバ ン派 を先 祖 と し､

ジ ャ コバ ン派 は共 産 主義 の予 想 図 を も った｣ 日 )とい う工 合 に､ 起 源 と 目的 との共

犯 関 係 に よ って成 立 す る ｢起 源 の物 語 ｣ ｢ア イデ ンテ ィテ ィー の言 説 ｣ (2)の こと

で あ る｡ 問題 にな って い るの が､ ｢ジ ャコバ ン- マ ル ク ス主義 ｣ 的 革 命観 で あ る

こ とは い うまで もな い｡

さて､ そ こで フ ユ レは､ 革 命 現 象 を ｢起 源 の物 語 ｣ に収 容不 能 な もの と して提

示 す る｡ す な わ ち､ ｢長 期 的持 続 ｣ に おい て 因果 の カテ ゴ リー に よ って説 明 可能

な歴 史 過程 と､ 集 団 行動 に独 特 の力学 と して の革 命現 象 を峻別 す るの で あ る｡ そ

の上 で､ 以 前 の よ うに､ 革 命現 象 を ｢ス リ ップ｣ とはせ ず､ 新 た な政 治文 化 の登

場 とそ の言 説 の固有 の運 動 に よ る もの と考 え る｡ この ル ソー主 義 的文 化 は､ 先 行

状 態 の因 果 的帰 結 と して は説 明不能 で あ り､ ア ン シア ン ･レジー ム末 期 に生 じた

国家 権 力 の真 空 状 態 にお いて ｢本性 を異 に した複 数 の系 列 の事 件 が 交 錯 す るなか

で｣(3)新 規 に成 立 した と され る｡ この革 命 文 化 は ｢不 一 致 の 正 統性 と代 表 性 の正

統性 を と もに排 除｣く4)し､ 個 別 意志 と一般 意志､ 個 人 と民 衆 との透 明 な関係 を作

り出 そ うとす る｡ こ う して､ だ れ もが ｢民 衆 ｣ の 名 にお いて語 る こ とにな り､ そ

の言 説 に よ って､ 絶 対 権 力 の根 拠 で あ り本 来 的 に- な る もので あ る ｢民衆 の意 志｣

を､ 互 い に等 奪 し合 うこ とに な る｡ 権 力 を め ぐる こ う した言 論 実 践 の総 和 が フ ラ

ンス革 命で あ る｡ しか し､ こ う した言 論 は､ ｢権 力 の不 可 避 的 堕 落 を糾 弾 しな が

ら､ 同時 に権 力 な る もの を め ざ｣す とい うパ ラ ドク スを 内包 して い る｡ (5)そ こか

ら､ 革 命家 に､ 民 衆 を代 表 す･る議 員 と､ 民 衆 と して 議員 の行動 の世 請 (一 般 意 志)

か らの ズ レを チ ェ ックす る ク ラブ活 動 家 とい う分 担 が生 じ､ 両 者 の 闘 争 と して フ

ラ ン ス革 命 は推 移 す る こ とに な る｡ これ を階 級対 立 と見 るの は誤 りで あ り､ ジャ
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コバ ン独裁 は大 革 命 の言 説 を独 占 した -結 社 の言 論 独 裁 と規定 され る｡ 普 遍 性 を

独 占 した側 か らす れ ば､ 異 な る言 説 は特 殊 意 志 の表 現 で あ り､ 陰 謀 と特 徴 付 け ら

れ る｡ これ に陰 謀 の道具 的利 用 も加 わ って､ テル ー ルが 現 出す る こ とにな る｡ ロ

ペ ス ピェ- ル が そ う した ル ソー主義 的言 説 の チ ャ ン ピ ョ ンで あ り ｢語 る こ と全 部

を大 革 命 の用 語 で表 現｣(6) して い る｡ ｢人 民 主 権 を国 民 公 会 主 権 - - と同 一 視 ｣
(7)す る点 で､ ロベ ス ピエー ル は ル ソー と異 な る｡ その現 実 の帝 離 を､ 彼 は神 話 ･

宗 教 ･テ ロに よ って 和解 させ よ うとす る｡ そ れ ゆ え､ 状 況 のた め や む をえ な か っ

た と して ｢状 況 説 ｣ で テ ルー ル を弁 護 す る こ とは で きな い｡ そ れ は革 命 の言 説 の

必 然 的 帰 結 な の で あ る｡
f I I r I

した が って､ テ ル ミ ドー ル は ｢政 治 の幻 想 にた いす る現 実 社 会 の報 復｣ (8)と規

定 され る｡ テ ル ミ ドー ル派 は革 命言 説 を捨 て 別 の言 説 を語 り始 め る｡ 普遍 性 ･正

統 性 を 主 張 す る こ とをや め､ 現 実 の特 殊 利 害 の存 在 を認 め てコ ンセ ンサ スを追 求

し始 め る｡ こ う して､ 権 力 と民 衆 との 同質 性 と透 明 性 の 言 説 の 時代 が終 わ り､ 両

者 の分 裂 が 認 め られ､ 社 会 は独 立性 を 回復 し､ 政 治 的言 説 は合 法 性 と コ ンセ ンサ

ス (利 害 調 整 ) で 満 足す る時 代 とな る｡ これ は､ ｢も うひ とつ の大 革 命｣- ｢諸

利 害 の大 革 命｣く9)で あ る｡ 最 後 に､ ナ ポ レオ ンに よ る革 命 の終 結､ 絶 対 主 義 的伝

統 との和解､ 歴 史 過 程 の連 続 性 の回復 が語 られ る｡

つ ぎ に､ 第 二 部 で ｢三 つ の 可 能 な フ ラ ン ス革 命 史 ｣と題 して マ ル ク ス主 義 の革

命史､ トッ ク ヴ ィル､ コ シ ャ ンの革 命 史 が 批 判 的 に検 討 されて い るが､ こ こで は

省 略 す る｡

さて､ この フ ユ レの新 た な解 釈 を ど う評 価 す べ きで あ ろ うか｡ リシ ェとの共 著

で彼 は､ ア ナ ー ル派 的近 代 化 論 者 と して一 貫 した革 命解 釈 を行 って い た｡ 革 命 は

な くて もよか った 偶 然 的 逸 脱 現 象 で あ り､ 歴 史 の大 道 は あ くまで 自由主義 的近 代

化 に あ った｡ した が って､ 歴 史 の主 流 と革 命 とい う偶 然 事 とは概 念 上 の価 値 を異

に して いた｡ 近 代 化 が 中 心 に位 置 し､ 革 命 は周縁 的 な もの にす ぎな い｡ この視 角

か ら彼 は､ フ ラ ン ス革 命 を統 一 的 に把 握 して いた｡ た だ し､ フ ラ ンス革 命論 で あ

りな が ら､ 革 命 の基 本現 象 を ｢ス リップ｣ と して しか説 明 で きな い と ころ に､ 致

命 的 弱 点 を持 って い たが｡ フ ユ レは そ の点 を 自覚 し､ 『フ ラ ン ス革 命 を考 え る』

で は､ 革 命 現 象 が 固 有 の論 理 に即 して 展 開 され た こ との説 明 に心 血 を注 い で い る｡

しか し､ そ の結 果､ 解釈 に大 きな分 裂 が生 じて しま った｡
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そ こでは二 元論 が大 き く口を あけて い る｡ 歴史過 程対 革 命現 象､ 現 実社 会 対革

命政 治､ 状 況 の規定 性対言説 の 自立 的運動 とい う工 合 で あ る｡ フユ レは これ らの

背反 的対立 項 を対 象 に応 じて使 い分 け る｡ 近 代化 とい う歴 史 の長期過 程 が問題 と

な る場 面で は前者 を､ 革 命が 問題 とな る場 面 で は後 者 を とい う風 に｡ その結 果､

革命現 象 は､ 現実 社会 や状況 とのつ なが りを無視 して､ 非 常 に観念 論 的 に解釈 さ

れ る ことにな る｡ 実 際､ その点 の叙述 は歴史 とい うよ りル ソー的 イデ オロギ ーの

批判 で あ る｡ 現実 社 会 は テル ミ ドー ルにお いてや っと政 治 に報 復す るが､ そ の と

きまで現実 社 会 が政 治 に関 わ らない ことが果 して可能 で あ ろ うか｡ 公私 の透 明性

を求 め る言 説 は､ あ る種 の共 同体 にお け るよ うに､ 場 合 に よ って は平 和裡 に一体

化 を実現 で きるので あ り､ この言説 の運動 の みか らなぜ権 力闘争 が あれ ほ ど機烈

に行 わ れたか を説 明す る ことはで きな い｡ ｢貴族 の陰謀 ｣ が ｢民衆 ｣ の対立 項 に

な･るの もその土 台 にやは り現実 の利 害対立 が あ るか らで あ る｡ こ う した諸点 につ

いて はマル ク ス主 義 の解釈 の方 がは るか に説 得的で あ る. 日 9)フユ レの新 解釈 は､

その観 念論 性 にお いて ｢ス リップ｣論 の弱点 を相 変 わ らず 引 きず って いる｡ とこ

ろで､ フユ レにお いて論 理 的 に同等 の資格 で､ 言説 の論 理 を長 期 の歴史過 程 に当

て はめて言 説 の論理 で- 貢 した歴史 を構成 す ること も可能 なので はな いだ ろ うか｡

その際 には､ 近代 化 論 は どうな るので あろ うか｡

以上 のよ うに､ この二 元論 的 シェ- マが フ ユレの解釈 の一面 性 ･抽 象性 を生 み

出 して い る｡ その一方 で､ 対立項 の両 面 を安易 に結 合 して ｢起 源 の神 話｣ に乗 っ

か って しま うよ うな解釈 に対 す る批 判 は鋭 い｡ この よ うに､ 単純 さ も恐 れず論理

で押 しま くる ところに､ フユ レの解釈 の弱点 も魅 力 もあ る｡ そ こで､ その弱点 を

克服 す るた め に､ 二 元の両項 をいか に的確 に連結 す るか が､ 研究者 に課せ られた

テー マ とな る｡ す なわ ち､ 長期 的持続 と短期 的変動､ 心 性 史 ･社会 史 (あ るいは

経済史 ) と政 治史 の連関 が問題 とな るので あ る｡ ここに､ フユ レか らハ ン トのよ

うな ｢政治 文 化｣派 が出て くる理 由が あ る といえ よ う｡

さて､ 知 の技術 化 ･工学化 ･情報化 が進 んで効率 の追 求 が支配 的 にな り､ 人類

の< 自由>､ <解放 >､ <進 歩 >とい った近 代 の ｢大 きな物語 ｣が失 墜す る とこ

ろに ポ ス トモ ダ ン的 な状 況 の特徴 が あ るとす れば､ フユ レのフ ランス革命終 罵論

は､ ま さに こ う した状況 を映 しとって い る｡ 自由 ･解放 ･進歩 の大 きな物 語 の一

節 と して､ フ ランス革命 は どれ ほど大 量 の文書を生 み出 して きたで あ ろ うか｡ フ

- 56 -



ユ レの 議論 は ｢イ デ オ ロギ ー の終 蔦 ｣ を唱 え た ダ ニ エ ル ･ベ ル に比 肩 され る｡ 周

知 の よ うに､ ベル流 の近 代 化 論 の現 状 把 握 とポ ス ト ･モ ダ ンの そ れ は多 くの点 で

共通 す る｡ た だ し､ こ う した状 況 に対 して ｢問 いか け｣｢脱正 当化 ｣ ｢限 りな い
多様 化､ 差 異 そ して 異質 性 ｣ とい った 知 の戦 略 を も って対 処 す る点 に ポ ス ト ･モ

ダ ンの哲学 の独 自性 が あ るが｡ 日 日他 方､ 形 而 上学 に よ って抑 圧､ 隠 蔽､ 排 除 さ

れ て きた <差 延 > や <外 部 > の存在 を 明 るみ に出 して形 而 上学 批判 を行 い､ 抑 圧

のな い非形 而 上 学 的 な思 考 の 可 能 性 を追 求 す る点 に､ ポ ス ト構 造 主 義 の共 通 の特

徴 が あ る とす れ ば､ 革 命 の言 説 に よ る特 殊 性 ･多 様 性 ･異 質性 の抑 圧､ 排 除 を フ

ユ レが 問題 にす る箇 所 に､ こ う した思 潮 との つな が りを看 取 で き る｡ こ う した点

か ら､ フ ユ レの解 釈 を ポ ス トモ ダ ンあ るい は ポ ス ト構 造 主 義 的 とす る ことが で き

る｡

第 二 節 リン ･ハ ン ト 『フ ラ ンス革 命 の政 治 文 化 』

｢こ こ十 五 年 な い しは 十年 来､ 歴 史 学 そ の もの が政 治 史 -事 件史 へ の傾 斜 を強

めつ つ あ る｣｡ 日 2)そ う した研 究動 向 の変 化 の一 環 と して フ ラ ンス革 命研 究 で は

｢政 治 文 化 ｣ に関 心 が集 ま って い る こ とは､ 既 に述 べ た とお りで あ る｡ そ の代 表

者で あ る- ン トの 表 記 の著書 に つ い て は､ 邦 訳者 で あ る松 浦 が 前 掲 論 文 で適 切 な

紹介 を行 って い る｡ それ を参 考 に しな が ら､ この本 につ い て簡 略 に紹 介 を して い

こ う｡

まず､ ハ ン トは､ ｢序 説 ｣ に おい て､ マ ル ク ス主 義 や ｢修正 主 義 ｣ の解 釈 を と

もに起 源 と結 果 を つ な ぐ歴 史 主 義 的 な もの と して 批 判 し､ フ ラ ンス革 命 の成 果 が

｢新 しい政 治 文 化 ｣ の創 造､ す なわ ち､ 君 主 制 を支 え て きた儀 式 や象 徴 を除 去 し､

新た な権 力 秩 序 の理 念 や諸 原 則 を表 現 す る象 徴 や 儀 式 を創 り出 した こ とに あ る と

して､ これ を全 体 の議 論 の前 提 に据 え る｡ そ の際､ 政 治 の水 準 は別 の水準 の反 映

､では な く固 有 の論 理 に した が うこと､ 他 方 で､ 政 治 文 化 は社 会 構 造 と相互 作 用 を

行 うこ とを､ 方 法 論 的 に前提 す る｡

そ の上 で､ 第 - 章 ｢フ ラ ンス革 命 の レ トリ ック｣ に お い て､ この政 治文 化 の中

核 に政 治 的 レ トリ ックが あ る とす る｡ そ して､ この レ トリックを下 位 の水 準 にあ

る本 質 (例 え ば､ 経 済 ) の ドキ ュ メ ン トと してで は な く､ それ 自体 が 固有 の場 で
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あ る テ キ ス トとみ なす｡ 政治 とは この レ トリックに他 な らない｡ そ の テキ ス トの

統 一 した構 造 を作 り出す のが､ 過去 と断絶 した新 た な国民 的共 同体 の創造 とい う

確 信 で あ る｡ この よ うに､ - ン トは最 近 の文 芸批 評 の概 念 を も利 用 しなが ら政 治

文化 を 固有 の対象 と して析 出 して い く. さて､ 革 命 は過 去 の レ トリ.yクを否 定 し

て､ 国民共 同体 の レ トリックを新 た に創 出 して い くわ けで あ るが､ そ れを め ぐる

対 立 か ら政 治 闘争 が生 じる｡ そ の結 果､ 革 命 は､ レ トリックの説 話 的構造 が コメ

デ ィー ロマ ンス- 悲 劇 と変容 す る形 で推 移 す る. このffr=:移 の原 因 は､ 国民 的共 同

体 の再 生 へ の探 究 を た えず妨 害 す る敵 の陰 謀 にた いす る強 迫観 念 に あ る｡ こ う し

て､ 自由主 義 的政 治 の可 能性 は否定 され､ テ ルー ルが上 の確信 の論 理 的帰 結 と し

て生 じる｡ これ こそ が､ 国民 的共 同体 を求 め つつ そ れ を た えず 掘 り崩 さざ るを え

な い とい う､ 革 命期 の レ トリックの矛 盾 で あ る｡ 他 方 で､ それ は過 去 の政 治 の限

界 を突 破 した｡ 政 治 は以 後 ｢社 会関 係 の性 格 その もの にか かわ ｣ り ｢人 間性 を再

構成 し､ 臣民 か ら市 民 を､ 奴 隷 か ら自由人 を､ 抑 圧 され た 人 び とか ら共和 主 義 者

をつ く りだす 道 具 とな った の で あ る｣｡ 日 3)

確 か にハ ン トに は フユ レに影響 され て い る点 が あ る｡ 事 実､ 上 の レ トリックの

矛盾 な ど､ フ ユ レが 革 命 の言 説 のパ ラ ドク ス と見 な した ものに他 な らない｡ しか

し､ フ ユ レが現 実 社 会 か ら独 立 な政 治 の言 説 の運 動 を想 定 して､ 革 命政治 の流 れ

を抽 象 的観念 論 的 に把撞 す るの に対 し､ ハ ン トは レ トリックの運 動 を､ ｢起 源 の

神 話 ｣ に陥 らぬ よ う注意 しなが ら､ 現 実社 会 と関 係 づ けて い る｡ 事 実､ 彼 女 に と

って ｢陰謀｣とい う強迫 観念 は､ 革 命以前 の社会 に頻 発 した飢 餓 や投 機 の経 験､

な らび に､ そ の社 団 的閉鎖 的構 成 か ら くる社 団間 の不信 感 に一 因 が あ る. (1J)こ

こに は､ 先 に みた彼 女 の方法 論 的前 提 が生 きて い る｡ また､ 民 主 政 治 を注 (13)の

引用 の よ うに正 の遺 産 とみ る点 な どは フ ユ レと対 極 的 で す らあ る｡

さて､ 第 二 章 ｢政 治 的実 践 の象徴 形 式 ｣ で は､ 政 治 が この よ うな文 化 的広 が り

を持 って革 命期 に登 場 した こ とによ って､ 政 治 が 日常生 活 の領 域 に まで浸 透 し､

民衆 の生活 に直結 す る シ ンボ ル ー花 形 帽 章､ 自由 の帽 子､ 祖 国 の祭壇､ 自由 の木､

自由 の女神 とい った代表 的 な ものか ら言語､ 度量 衡､ 貨 幣､ 暦 に到 る まで -を め

ぐって展開 され る こ とが示 され る｡ そ の展 開 を- ン トは､ 権 力 の側 の教化 (透 明

性 の志 向) と民衆 の側 の伝統 的 な ものへ の置 き換 え (伝 統 的不 透 明性 への 回帰 )

の緊張 関係､ な らび に､ 共 和 国 の本 来 的透 明 の信 念 と上 か らの教 化 の必要 性 (現
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実 の身分 ･階級 ･徳 の差 ) との緊張 関係 とい う視 角 か ら分 析す る｡ こ う した 緊張

関係 を通 じて シンボ ル と と もに革 命政 治 が民 衆 に深 く浸 透 し､ そ こか ら共 和 主義

のフ ラ ンス的伝統 が形成 され た わ けで あ る｡

紙 数 の都 合 もあ るので､ 第 三 章 ｢急 進 主 義 の心 象 表現 ｣､ 第 四章 ｢フ ラ ン ス革

命の政 治地 理 学 ｣ は とは して､ ｢政 治文化 ｣ を担 う主 体 につ いて論 じた第 五 章 ｢

新 しい政治 階級 ｣ の考察 に進 も う｡ こ こで は､ 政 治 文化 と他 の社 会 水 準 との相 互

作用 が 問題 とな って お り､ 新 しい政 治 文化 の創 り手 雅受 け手 と して の政治 階 級 の

内実 が ｢地 理 的環 境､ 社 会 的 出 自､ 文 化 的 な紐帯 と価値 ｣日 5)との関 連 で検 討 さ

れ る｡ 国家 の議 員 に は訓練 を っんだ法 律家 や知 的職 業 人 が 多 い の に対 し､ 都 市 の

議員 は商人 が 多数 を 占めて い る｡ 貴族 が政 治 の舞 台 か ら消 え､ 今 まで政治 か ら排

除 され て きた集団 が替 わ りに登 場す る と ころ に､ ア ンシア ン ･レジー ム との 明 白

な断 絶 があ る｡ 重 要 な こ とは､ 高等 法 院官 僚 ･国王 役 人- 商人 ･法 律 家- 職 人 ･

小売 商 ･教 師 と､ 革 命 の進 行 につれ階 層 が下 方 に移 行 す る形 で､ 政 治 階級 の 内実
′

が変 化 した こ とで あ る｡ この よ うに､ 革 命 の十年 間 を通 じて政 治階級 が く りか え

し更 新 され る こ とに よ って､ きわめて多 くの人間 が政 治 的経験 をっ み､ 共 通 の政

治文 化 を培 ったの で あ る｡

それ で は､ ｢世 俗 主義､ 合 理 主義､ あ らゆ る個 別 独 立 主 義 にた いす る国民 の強

調｣｢民主 主 義 的確 信｣ 日 6)とい った共通 の文化 価 値 は､ いか な る地 域構 造 か ら

生 じるのだ ろ うか｡ これ を扱 うのが､ 第 六 章 ｢ア ウ トサ イ ダー､ 文 化 の媒 介 者､

政治 的 ネ ッ トワー ク｣で あ る｡ 人 口の流動 性 が高 ま り､ 新 参者 が新 た な文 化 価値

の伝 達 者 とな る｡ 総 じて､ 利 害 ･職 業 上､ 外 部 の世 界 との つ なが りを もつ ア ウ ト

サ イ ダーが､ 内部 の 人間 に対 す る政 治 文 化 の媒介 者 と して重要 な役 割 を果 たす.

その背 景 に は文 化 ･商業 ･宗 教 の国民 的 ネ ッ トワー クが あ ると され る｡ さ らには､

地縁 血縁 関 係､ フ リー メー ソ ンや ジ ャ コバ ン ･ク ラブな どで の組 織 体 験 も地 域構

造 と して分 析 され て､ 政 治階 級 の内実 が明 るみ に出 され て い く｡ 彼 らは､ 社 団 的

編成 か ら比 較 的 自由で あ った が ゆえ に､ ｢民 主主 義 的確 信 ｣ に親近 感 を抱 き易 か

った の で あ る｡

この ハ ン トの研 究 の意 義 と して､ 松 浦 はつ ぎの四点 を挙 げて い る｡ H TJ1)社

会構 造 か らは演揮 で きな い､ 革 命期 の政治 行動 の固有 の論 理 を ｢政 治 文化 ｣ と し

て概 念 化 した こと｡ 2) ｢新 しい政 治 文化 ｣概念 の方法 論 的多産性｡ 3) 新 しい
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政治 文 化 の内 容 を社 会 的 コ ンテ キ ス トに お いて捉 え､ 新 しい政 治 階級 が新 しい政

治文 化 との持 続 的 相 互 作 用 に よ って 形 成 され た こ とを示 した こ と｡ この点 で､ フ

ユ レの抽象 性 もマ ル クス主 義 の経済 還 元主 義 も免 れ て い る｡ 4)革 命 の動 態 論 と

して 政 治文 化 の パ ター ン とそ の変容 の理 論 を提 出 した こ と｡ この ま とめ に異論 は

な い｡ ｢政 治 文 化 ｣ 派 が 今後 い かな る業 績 を上 げ､ 政 治 史 に留 ま らず､ 歴 史 像 を

豊 か に して い くか楽 しみ で あ る｡

さて､ 思 想 的 にみ た場 合､ ハ ン トは いか な る位 置 を 占 め るの で あ ろ うか｡ この

著 作 か らは必 ず しも明確 に彼 女 の思 想 性 を読 み とる こ とはで きな い｡ ただ し､ 服

装 や言 葉遣 い､ 人 間 関係 な ど､ 生活 ス タ イ ル全体 の トー タ ルな変革 と して政 治 を

位 置 づ け る思 想 的傾 向 との親 近 性 は読 み取 れ る｡ 実 際､ 彼 女 は フ ラ ン ス革 命 の遺

産 の うちで､ ｢政 治 文化 ｣ 固有 の遺 産 で あ る ｢民 主 共和 主 義｣も し くは ｢民 主 的

･革 命 的共 和 主 義｣日 8)を重 視 して い るよ うであ る｡ 政 治 的か つ文 化 的思 潮 と し

てみ た場 合､ こ う した傾 向 を ラ ジカ リズム と総称 して も間違 い で は あ るま い｡ そ

のな か には､ 古 くは アナ ー キ ズ ム､ 最 近 で は エ コ ロ ジー運 動 が 含 まれ るO マ ル ク

ス主 義 の一 部 に もそ れ に同調 す る傾 向 が あ る｡ 前 章 の往 く7)で 紹 介 した後 藤 な ど労

働者 文 化 を 強 調 す る点 で､ そ の好例 といえ る｡ そ う した点 か ら も､ - ン トの この

著 作 は興 味 深 い｡ また､ 彼 女 が､ フ ラ ンス的政治 文 化 の伝 統 とは異 な る英 米 系 の

自由主 義 的土 壌 か ら､ フ ユ レ と好対 照 に､ この政 治 文 化 の意義 を逆 順 射 して い る

点 に も注意 が必 要 で あ る｡ - ン トは また､ 注 で フー コー に も言 及 して い るが､ 彼

との影 響 関 係 は定 か で は な い｡

(1) フ ラ ンソ ワ ･フ ユ レ 『フ ラ ン ス革 命 を考 え る』 大 津 真 作 訳､ 岩 波 書 店､

九八 九 年､ 十 一 一十 二 頁｡

(2) 同上､ 十 二 頁｡

(3) 同上､ 四 七 頁｡ な お､ 別 の箇 所 で フ ユ.レは､ 革 命 的危 機 を一 般 的 に次 の よ

うに概 念 化 して い る､ ｢あ らか じめ権 力 が空 席 に な って い る こ と､ そ して

国家 も空 席 に な って い る こと､ 指導 階 級 の危 機､ 人 民大 衆 の 自主 的 同 時 並

行 的 動 員､ マ ニ教 的 で あ ると同 時 に強 力 な統 合 力 を もつ イデ オ ロギ ー の社
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会 的作 成｣ (同上､ 二 三 五 一二 三六 頁 )0

(4) 同上､ 七 四頁｡

(5) 同上､ 九 五 頁｡ ル ソー主 義 にパ ラ ドクスはつ き もので あ るO 例 えば､ 現実

の立法 行為 は個別 の具 体 的個 人 に よ って しか な され ないが､ 理 論上､ 法 は､

何人 に よ って も代 表 され えな い一般 意志 の表 明 で な けれ ばな らない､ した

が って､ 立 法 を行 お うとす る者 は､ 原理上 不 可能 な ことを行 うとい うパ ラ

ドクスに直面 す る｡ 池 田成一 ｢歴史 哲学 - ｢理性 の校智 ｣ を 中心 と して-｣

二〇〇頁以 下 (城 塚 登 ･潰井 修編 『ヘー ゲル社会思 想 と現 代 』 東.京大 学 出

版会､ 一九 八 九年､ 所収 )参 照｡

i(6) 同上､ 一 一 二頁o

(7) 同上､ 一 一 三頁｡

(8) 同上､ 一 一〇頁｡ 強調､ 原著 者｡

(9) 同上､ 一 四二頁｡

(10) A ･ソプー ル 『フ ランス革 命 と民衆 』井 上 幸治 監 訳､ 新 評論､ 一九 八 三年

他の諸 著 作 や G ･リュー デ 『フ ラ ンス革命 と群 衆』 前川 貞次 郎 他訳､ ミ ネ

ル ヴ ァ書 房､ 一九 六三 年 な どを参照｡ なお､ 後述 の - ン トもフ ユ レの解釈

では ｢革 命政 治 は あ らゆ る コ ンテ ク ス トか ら切 り離 され て い るかの よ うに

な って｣ (前 掲書､ 三 三 頁) い ると､ 批判 を加 えて いる｡

(ll) リオ ター ル 『ポ ス ト･モ ダ ンの条件』小 林 康夫 訳､ 書康 風 の蓄燕､ 一九八

六年､ 参照｡ なお､ フ ユ レは､ 革 命戦 線 を互 いに矛盾 し合 う要 素か ら成 り

立つ 多種 多様 な流動 的 な もの と見 な してい る (フ ユ レ､ 前掲 書､ 二二 五頁､

参照 )0

(12)松 浦､ 前 掲 論文､ 二八 頁｡

(13) - ン ト 『フ ランス革 命 の政治 文 化』松浦 義 弘訳､ 平凡 社､ 一九 八 九 年､ 七

三頁｡

(14)同上､ 六 四 一六 五 頁､ 参照｡

(15)同上､ 一 八 七頁｡

(16)同上､ 二 一 六頁｡

(17)松 浦､ 前 掲 論 文､ 四八 一五〇頁｡

(18) ハ ン ト､ 前 掲 書､ 二八〇頁｡
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7●ラ ン
むす び にか えて - フ ラ ンス革 命解 釈 の思 想 見 取 図 -

フ ラ ンス革 命解 釈 の烏 轍 図 と二 つ の ズー ム ア ップ像 を み て きた わ けで あ るが､

烏 轍 図 では種 々の制 約 か ら思 想 的構 図 を骨 太 に描 くこ とが で きなか った｡ 今後 研

究 を進 め る に あた って私 に必 要 なの は､ コ ロ ンブ スの冒険 を誘 い導 いた よ うな世

界地 図 で あ る｡ 近 世 の世 界地 図製作 者 の仕 事 は､ あ る投 影 法 に した が って世 界 を

写 し出す こ とだ けで な く､ 探 検 家 た ち に 目的地 を絞 らせ て探検 を方 向 づ け､ か つ､

それ が成功 しうる とい う展 望 を与 え て探 検 を勇気 づ け る役 割 も果 た した｡ したが

って､ 世 界 地 図 は､ 意図 的 な歪 み と単純 化 に よ る空 白 と充 満 を含 ん で いた｡ 私 が

求 め るの は そ の よ うな プ ラ ンと して の骨太 な地 図 で あ る｡ もち ろん､ 研究 活 動 の

結 果､ プ ラ ンと発 見 との あ いだ に当然 大 きな ズ レが生.じるで あ ろ うが､ この ズ レ

こそが研究 に お いて実 は真 に発 見 され るべ き もの で､あ る｡ 意識 的 に反 証 可能 な空

間 を作 り出 す ことで､ 幻 想 に陥 る こ とな く､ 対象 の理 論 的獲得 へ と進 みた い ので

あ る｡

< マ ル ク ス主義 > この派 の フ ラ ンス革 命解釈 は､ 先 の烏晦 図で は主 に出来 合

いの もの と して扱 った｡ これ は､ 現 代 の研 究 状況 に お け る ｢マ ル ク ス主義 ｣ 派 の

意 図 的無視 の状 態 の無意 識 の反 映で あ る｡ それ は､ ｢修 正 主義 ｣ との関係 で教 条

主義 的 だ とい うわ けで あ る｡ しか し､ それ を､ 硬 直化 し理 論 的 ダ イ ナ ミズ ムを喪

失 した もの と見 なす のは､ 一 面 的で あ る｡ 現 在 ソ連 の ペ レス トロイ カ をは じめ マ

ル ク ス主義 の新 た な胎動 が み られ る｡ 革 命 史 研究 に お いて も ｢革 命心 性 ｣ との関

連 で新 規 な接 近 が試 されて い る｡ マ ル クス主 義 に お いて 文 化論 が理 論 的空 白 をな

して い た こ とを考 え ると､ この試 み は興 味 深 い｡ お そ ら く今後､ ｢政 治文 化 ｣と

の連 絡 網 も形 成 され よ う｡ そ の解釈 上 の位 置 を捉 え直す に あた って も､ ｢修 正主

義 ｣ との対 抗 軸 よ り も､ ｢政 治 文化｣｢革命心性 ｣ との つ なが りに よ って開 け る

マル ク ス主 義 的 フ ラ ンス革 命研 究 の知 の大 陸 に着 日す る必 要 が あ る｡

<修 正.主 義 > 政 治経 済 的 に はサ ッチ ャー主義 や レー ガ ノ ミック ス､ 思 想 的 に

紘- イ エ クに代表 され る よ うな新 自由主義 ･新保 守 主義 の傾 向 が強 ま って い る こ

とを考 え る と､ 自由競争 に基 づ くェ リー ト支配 を弁 証 し､ 否定 的角度 か らフ ラ ン
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ス革 命 に接 近 す る ｢修正 主 義 ｣ 的解 釈 は､ 今 後 と も一 定 の支 持 を得 て い くで あ ろ

うo H )日本 に も､ 園 遊 会 を頂 点 とす る新 貴 族 的 な チ リ丁 卜支 配 の社 会 結 合 が 作 ら

れ て お り､ 山 崎 正 和 や西 部 遇 と い った新 保 守 主 義 的 ポ ス トモ ダ ンの イ デ オ ロー グ

もい る｡ (2)しか し､ 革 命 を知 らず フ ラ ンス革 命 す ら消 費 して い る 日本 にお い て は､

こ う した解 釈 が 重 要 な位 置 を 占 め る余 地 は な い｡ 逆 に い え ば､ それ ほ ど 日本 の民

主 主 義 の伝 統 は弱 い｡ した が って､ ｢修 正 主 義｣が 我 国 で 力 を得 る とす れ ば､ そ

れ は､ 日本 に も革 命 的事 態 が生 じる と さで あ る｡ ち ょ う ど フ ラ ン ス革 命が バ ー ク

の保 守 主 我 を生 み 出 した よ うに｡ ま た､ フ ユ レが フ ラ ン スの ポ ス トモ ダ ンの 潮 流

と関 連 す る とす れ ば､ 興 味 深 い の は､ この 潮 流 か らす る も っと一 貫 した フ ラ ンス

革 命 解 釈 で あ ろ う｡ それ は や は りル ソー 的 な一 体 化 の言 説 を批 判 す る もの に な-ろ

うが､ そ の論 じ方 は刺 激 的 とな ろ う｡ 例 え ば､ ｢政 治 が 十 九 世 紀 か ら現 に存 在 し

て い る の は､ フ ラ ン ス革 命 が あ った か ら｣ く3)と し､ ｢の ち に 自明 で普 遍 的 で 必 然

的 な もの と して 機 能 す る こ と に な る もの を､ あ る時 点 で 形 成 した い ろ いろ な 合 流､

衝 突､ 援 護､ 封 鎖､ 力 の ゲ ー ム､ 戦 略 な どを､ 再 発 見 す る こと｣ く4)を 課 題 とす る

フー コーだ った ら､ フ ラ ンス革 命 を ど う扱 うで あ ろ うか. 彼 な らき っ と､ ｢政 治

文 化 ｣ 派 と同 じ対 象 を扱 って しの ぎを 削 り合 った に違 い な い｡ こ う した未 知 の大

陸 の 可 能 性 に注意 した い｡

<政 治 文 化 > これ は､ 新 た に発 見 され た科学 的 対 象 で あ る と同 時 に､ あ る種

の思 想 的傾 向 を内 包 して もい る. フ ラ ンス革 命 の政 治 文 化 に対 し､ テ ルー ル を生

む論 理 を有 す る点 で 留 保 を付 け なが ら も､ ハ ン トは､ そ こに ア ング ロ -サ ク ソ ン

的伝 統 には な い価 値 を認 め 七 い る. ま た､ 転 換 を嫌 う ｢修 正 主 義 ｣ と は異 な り､

伝 統 との断 絶､ ま った く新 しい生 活 ス タ イ ル の始 ま りに も､ ハ ン トは好 意 的 で あ

る｡ そ れ ゆ え､ ｢政 治 文 化 ｣ 派 の旗 揚 げ に よ って 今 後 問 題 に な るの は､ ｢修 正 主

義 ｣ 派 との解 釈 上 の 対 立 で あ る｡ しか も､ そ れ は､ 新 自由主 義 か ケ イ ンズ主 義 か､

競 争 社 会 か 福 祉 社 会 か が現 在 英 米 で 争 わ れ て い るだ け に､ なお さ ら重 要 で あ る｡

また､ ラ ジカ リズ ム の思 想 的 弱 点 と もつ な が るが､ 経 済 な ど実 定 的 な もの の軽 視

が､ 解 釈上 の 問題 点 と して 今 後 指 摘 され る こ とに な ろ うO そ こに マ ル クス主 義 が

食 い込 む こ と に な るか も知 れ な い｡

<革 命心 性 > ハ ン トと ヴ ォ ヴェル とは近 接 して い る｡ ｢政 治文 化 ｣ と ｢革 命

心 性 ｣ とは綜 合 され うる カ テ ゴ リー で あ ろ う｡ しか し､ 心 性 史 を は じめ ア ナ ー ル
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派 の業績 に疎 い筆 者 は､ この点 につ いて無 責任 な評 価 は避 けね ばな らない｡ いず

れ にせ よ､ この二 つ の陸地 の続 き工 合 を これ か ら注意深 く測量 して い きた い､ マ

ル ク ス主義 との連 接 に も留意 しなが らで あ るが｡

以 上 が､ 私 の研 究 を方 向付 け る総 論 的な思想見取 図で あ る｡ 諸派 が競合 して扱

うこ とにな る対象 と して は､ 第- に､ 文化 が挙が る｡ もち ろん､ この文化 は､ 文

明 と対 置 させ られ た ドイ ツ的 な精神文 化 とい った もので はない｡ 問題 なの は､ ｢

政治 文化｣や､ プ ルデューが IFデ ィスタ ンク シオ ン』 (既 訳 は二分 冊 の前 半 のみ､

石井洋 二郎 訳､ 新 評論､ 一九八九年 ) で､ ｢ハ ビ トゥス｣ 一個 人 の所属す る階級

や集 団 に特 有 の知 覚 .評 価 ･行動様式 の体 系 -に したが って行動 す る個人 が､ 身

体 的 ･客体 的 ･制 度 的文 化事 象 と結 ぶ関係 で あ り､ それ を通 じて価 値 上 の区別 だ

てが構造化 されて い くもの と して分 析 した文 化で あ る｡ しか も､ 革 命史研 究 で は､

その動 的変 化 が対象 とな ろ う｡ 第二 に､ 遅 塚 が強調 す る比 較史 か らみた フ ラ ンス

革命 の近代 的意 味 が 問題 とな ろ う｡ 折 にふ れ て述 べて きた よ うな現 代 日本 の政治

文化 状 況 との対照､ あるいは､ 中国 のそれ との対照 ･-･こ うした こ とを通 じて西

洋 中心 主義 的 にな らず に､ 革 命 のフ ラ ンス的､ 西 洋 的､ 世 界史 的意 味 を捉 え､ 逆

に､ そ こか ら個 々の社会 を問 い直す ことが､ 重要 とな る と思わ れ る｡

以 上 で､ プ ランは出来上 が った｡ 後 は､ これに したが って研 究 とい う遠 大 な冒

険 に出か け る ことだ けが問題 で あ る｡ 目前 に迫 った七月 十 四 日に､ 二 百年前 のパ

リで､ バ スチーユ陥 落 とい う大 冒険 を行 った人々 を心 の友 と しなが ら｡

一 九八 九 年七 月一 日脱稿

(1) ハ イ エクな らび に後述 の フー コーにつ いて は､ 池 田論 文 を参 照 の こ と｡

(2) 西 部 遇 につ いて は､ や は り本 報告集所載 の早坂 論 文 を参照 の こと｡

(3) lFミシェル ･フー コー 1926-1984 権力 ･知 ･歴 史』福井 憲彦 ･桑 田稽

彰 ･山本哲士 編､ 新評論､ 一 九 八四年､ 六 六頁｡

(4) 同上､ 一 四七頁｡
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